
（様式１－３） 

福島県（葛尾村）帰還環境整備事業計画 帰還環境整備事業等個票 

平成 31 年 4 月時点 

NO. 35 事業名 営農再開支援水利施設等保全事業 

（葛尾地区） 

事業番号 (5)-40-2 

交付団体 葛尾村 事業実施主体（直接/間接） 葛尾村（直接） 

総交付対象事業費 （18,475（千円））

20,453（千円）

全体事業費 （18,475（千円））

20,453（千円）

帰還環境整備に関する目標 

葛尾村は原発事故により長期間避難を余儀なくされたが、平成 28年 6月 12 日に一部地域を除

き避難指示が解除された。しかし、リフォームの遅れ等により現在の帰村率は約 19%にとどまっ

ており、震災前のように集落による農業用水利施設等の保全管理が適切に実施できる体制にな

い。 

このため、本事業の導入により農業用水利施設等の保全管理を実施することで、避難している

農業者の営農再開意欲を高め帰還を促進させるとともに地域農業の再生を図る。 

事業概要 

 長期避難に伴い、農業用水利施設等の管理ができなかったことから、農業用水利施設等におい

て雑草が繁茂し、荒廃が進んでいる。避難指示解除となったものの未だ帰村率約 19％の状況で

あり、帰還した住民だけで保全管理できる状況にないことから、農業者が営農できる環境を整備

するため、農道除草を実施する。 

○農業用用排水路等の保全管理 

・農道除草 10,980 ㎡ 

【かつらお再生戦略プラン】 

第１章復興再生に向けた方向性 

３ （３）まちづくりの構造・戦略 

 １ 集落（人口）の配置 

   森林や農地の保全（荒廃の防止）や、住み慣れた地域で住み続けられるよう、既存集落

が維持できるようなまちづくりを目指します。 

第２章復興再生プラン 

 １ （２）目標別の復興再生の取り組み 

  １）住まい・絆づくり 

   ②絆強化イベント 

    【施策の方針】 

     村民だけでなく村外の人との絆を深め、農地や山林の維持管理等、様々な住民ニーズ

に対して相互に助け合える仕組みの構築に取り組みます。 

当面の事業概要 

＜平成３１年度＞ 

 ○農業用用排水路等の保全管理 農道除草 10,980 ㎡ 



地域の帰還環境整備との関係 

本事業導入によって、営農再開に向けた環境整備を行うことで、住民の早期帰還を促進し、営

農再開による地域の農業振興並びに地域再生を図る。 

関連する事業の概要 

特になし 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体 

基幹事業との関連性 


